GUILTY-Ⅵ

時間 2002

「君が、潜入だったと知って、正直なところ…安堵した。」

ヨンは、そういってヤンに微笑みかけた。

サムとシェンの密取引が失敗におわったその夜、

大陸の公安の潜入と、香港マフィアの潜入、秘密の多い保安部の警視という

お互いの身分を知りつつは、出会うことさえ難しそうな3人は出会い、

小さな絆を結んだ。

こんな仕事をしていると、お互いに孤独になる。

この小さな絆は、彼らには大切なものになる。

シェンが足を引きずりながら去った後、

「私が信頼している医者が居る。何事も秘密裏に上手くやってくれるから

安心していい。」

ヨンはそういってヤンを自分の車に乗せた。

シェンの方は心配していない。病院には行かれないとは言っていたが、

彼の立場上、内々に処理してくれる医者が居るはずだ。

「別に、このまま帰ってサムに報告しても問題は何もないんだけど…」

ヤンが少し申し訳なさそうに、助手席に座り、そう言うと、

「今直ぐに帰らなくても問題は無いだろう。

どうせ捨て駒にされるところだったんだ、それに、今帰ったところで、

マフィアと繋がっている医者にかかっても、たいした治療はしてもらえないだろ。

そのまま左手が使えなくなったらどうする？私が知っている医者は腕もいい。」

ヨンはそういって微笑むと、エンジンをかけ車を走らせた。

ヤンが治療を終えた頃には、夜がゆっくりと開け始めていた。

人通りの少ない道で車をとめたヨンは、

ずっと無言のまま窓の外を見ていたヤンを気遣う。

「腕は、もう大丈夫か？」

「ああ、これくらい慣れている」

そう言ったヤンは微笑んだが、ヨンは苦笑した。

「君が退学して、黒社会に入ったときは…驚いた…」

つぶやくように、そういったヨンに、ヤンの顔から笑みが消える

「仕方が無い…家の事情だったし、今更さ。それしかなかったから

でも、こうして俺は警官としてやってきている。」

「だが、シェンもそうだが、潜入なんて、危なすぎる。

ましてや、あのンガイ家の生き残りなのに、サムの組織にいるなんて…

昨夜の事もある。このままじゃ、どうなるか！」

珍しく、感情を表しながら喋るヨンに、ヤンは少し驚きながら

軽く微笑んで

「だからさ。俺はあの黒社会のボスだった一家の生き残りだから、

誰にも疑われずにこうして黒社会に潜入できる。

そして、黒社会に居ることで黒社会を憎む心を忘れずに居られる。

サムの組織を壊滅させるのに、一番良いポジションにいられるんだ。」

そう言うと、その笑みはどこか、自虐的な色を含み、悲しい眼をしていた。

おそらく、その事にヤン自身は気がついていないだろう。

「だが、君はンガイ家が…ハウが死んだ時に警官に戻らなかったのは

それが理由なのか？あんなに辛い事件の後で、まだ潜入を続けるなんて…」

ヨンが問うと、ヤンは悲しげな眼のまま、視線を遠くへ送る

そして、少しの間の後、ヤンは笑いながら言った。

「ウォンの奴が、泣いて俺に縋ったからな～。」

ヨンは、誤魔化されたと直ぐに解った。

「そうか、私は、ンガイ家の仇討ちの意味もあったと思っていたよ」

はっきりと、ヨンがそういい返すと、ヤンは少しドキリとした顔をした。

しかし、冷静に切り返す

「まさか、それなら俺の本当の敵はウォン警視だ。父の殺人教唆の挙句に

ハウの額をぶち抜いたのもウォン警視だしな。強いて言うなら…

サムが、ハウの小さな娘を殺した事は、今でも胸が痛むけどな。

それくらいしか、サムを個人的に恨む理由がない。」

ヨンは、その答えに対して、反論することを辞めた。

きっと、ヤンにも本当の気持ちは自身で認めていないのかもしれないし、

気がついてさえ居ないのかもしれない。

今の言葉は、ヨンにはただの言い訳に聞こえた。

だが、それを指摘したところで、何もならない。

「昔…ハウが警察の顧問につくと言う予定があったが、

その後直ぐに逮捕されてしまったな…

結局、その方がよかったんだが。

だがンガイ家じゃなくても、警察の潜入が居るように

マフィアにも犬が居るだろう。これからも気をつけろよ。」

ヨンはそういうと、ヤンに微笑んだが、ヤンは歪んだ笑みを

返しただけだった。

ヨンはその笑みを見て、ヤンがあの日記を読んでいたと気づいたが

それには、それ以上触れなかった。

時間　1997

ハウはサムに会う約束をした後直ぐに、出かける直前だというのに、

部屋に独り閉じこもった。

そして、ペンを性急に走らせる。

自分がこの取引で負けるはずはない。

しかし、何故か今の気持ちを、綴ってしまわなければならないと

心のどこかで焦りが生まれ、こうしてペンを走らせていた。

　1991年に父が死んだ。

　その日、父の代わりに、私はヤンを手に入れた

　ヤンが居たからこそ、私はンガイ家を表に出そうと決意した。

　私が政界に出るのと同じく、警察の顧問につけば、

私の力は確実に警察にも及ぶことになる

　そうすれば、ヤンを警察官にする事も容易かっただろう。

　ンガイ家の血のせいで彼はそれを捨てたが、

　私の力で、彼の道を修正させる事ができるはずだった。

　ンガイ家の一員として、警官になれたはずだった。

　それこそ、ンガイ家が黒社会から表へ出た証になるはずだったのだ。

　………………………

時間　2002

ヤンはハウの日記を読んでいた途中で続きを読むことが出来なかった

これ以上先を読める勇気が、まだなかった。そして、

日記を思いっきり壁にぶち当てるように投げつけた。

その眼にうっすらと滲んだ涙はまだ消えず、

やり場の無い感情は床に日記とともに落ちた。

あの人は、ハウは結局、ンガイ家の事しか考えていなかったんだと。

そのために、自分の警官への、善人への想いさえも利用して

権力にしがみつこうとしていたのだと思った。

だが、それでも…ハウのこの想いをあの頃に知っていたら…

本当は未だに答えなど見つからない。

彼を本当に終身刑にするべきだったのか？

あんな最期を迎えさせるべきだったのか？

自分は人を裁く権限は無い。

警官だ。

彼の犯した罪を暴くことしかできないのだ。

それが、善人　ということだ。

ヤンは、床に落ちた日記をしばらく、ただじっと見つめていた。

睨む訳でもなく、悲しむわけでもなく、ただ…じっと……。

時間　2003

駐車場から公室にもどったラウは、そこでハッと我に返った。

今、自分が何処で何をしていたのか、何一つ覚えていなかった。

しかし、PCのモニタには、いつの間にかヨンが戻っていた。

たしか、外出した彼を見張りに行った気がしたんだが…

ラウは不明瞭な思考を呼び戻そうとしたが、

上手くいかなかった。きっと疲れのせいだろう。

そうおもって、それ以上は気にとめなかった。

だが、指が無意識のうちに、首筋に軽く触れていた。

「ああ…　兄さん…　解っているよ…」

唇が、ラウの意思とは関係なく、呟く。

しかし、その声は、ラウ自身にさえ聞こえなかった。

時間　2002

もう、あと数分で朝日が昇るはずだったが、

その空は雲が多く、明け始めの空にしては少し暗かった。

明け方に潜む軽い倦怠感。

ヤンは、その時間が好きだった。

ヨンとの会話の間に、車の窓から空を見上げる。

「そろそろ、帰るかな」

そう呟いたヤンに、ヨンは落ち着いたいつもの口調で言った

「まだ、礼をもらってない」

「え？！なんだよ、金とるのかよ！」

ヨンの意外な言葉にヤンは驚いて言ったが、

そのヤンの反応に、ヨンは思わずふっと笑った。

そして軽く首を横に振る

「君から金を貰うほど、私は金には困っていないさ。

それに、警官がマフィアから金品を貰うわけにも行かないし…」

「なんだよ、いいじゃないか、俺が潜入だって秘密を教えてやったんだぜ」

ヤンはその他にどうしろっていうんだ？！というように言うと

ヨンは真剣にヤンを見つめて言った

「ならば、もうひとつ、秘密を教えて欲しい」

「え？」

ヤンはヨンのその眼の奥にある小さな光をみつけた。

それは、昔ハウがもっていたのと似ているように思った。

この光を持つ目に見つめられると、ヤンは何もできなくなる。

「君が、私に抱かれて、どんな顔をし、どんな声を出すのか？

その”秘密”を教えてもらう。」

ヨンはそう言いながら、ヤンに手を伸ばした。

ヤンは、その手を振り払うことが、出来なかった。

